
様式1

１　スクール・ミッション、学校教育目標

２　スクール・ポリシー

３　現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて）

４　本年度重点を置いて目指す成果・特色、取り組むべき課題

５　自己評価 ６　学校関係者評価

評価
領域 重点目標 具体的方策（教育活動） 評  価  基  準

達成
度 重点目標の達成状況の診断・分析 学校関係者からの意見・要望等 評価

わかる授業の実践を通
して、生徒一人ひとり
の個性や能力を伸ばす
学習指導を行う。

スタディサプリやＩＣＴ
機器の活用など生徒一人
ひとりの実態に応じた学
習指導を充実させること
によって確かな学力を身
に付けさせる。

学校評価アンケートの「本校は、生徒一人ひとり
の個性や能力を伸ばす学習指導を行っている。」
という問いに対する肯定的な回答が、

4：８０％以上
3：６０％以上
2：４０％以上
1：４０％未満
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・学校評価アンケートの結果から、「本校は、生徒一人ひ
とりの個性や能力を伸ばす学習指導を行っている。」とい
う問いに対して、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」
と回答した生徒は８３％であった。一方で、「そう思わな
い」と回答した生徒が４％であった。
・スタディサプリやＩＣＴ機器を活用しながら、目の前の生
徒一人ひとりに対応する時間を捻出することで、個性や
能力を更に伸ばす指導に引き続き取り組んでいきたい。

　生徒一人ひとりの個性が自由
に表現できている。校風がすば
らしい。
　生徒一人ひとりが個性や能力
を伸ばすことができたと実感し
ていることは評価できる。
　「そう思わない」４％の生徒が
不満。原因は？
　アンケートの結果の判断。

Ａ

「学びと成長」のス
トーリーを，生徒それ
ぞれが描くことができ
るように，地域との連
携を含めてキャリア教
育を充実させる。

・各取組の目的を明確にし，
取り組み間や地域とのつな
がりを意識して立案し，連携
して実施する。

・生徒も教員もICTを活用し
ながら振り返りを行い，成長
と課題の確認につなげる。

4：全取組の９割以上について明確な目標をもと
に立案・連携して実施し，効果的な振り返りがで
きた。
3：全取組の７割程度について明確な目標をもと
に立案・連携して実施し，効果的な振り返りがで
きた。
2：全取組のおよそ半数について明確な目標をも
とに立案・連携して実施し，効果的な振り返りが
できた。
1：明確な目標をもとに立案・連携して実施し，
効果的な振り返りができたのが，全取組の半数未
満であった。
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・１年次の「産業社会と人間」では、新しい職場体験学習
先を開拓したり、２年次の「Wise Person21」ではInstagram
を活用し情報を発信したりと新たな取り組みがなされた。
３年次の「課題研究」においても、明確な目標の下それぞ
れの論題について研究がなされた。どの年次において
も、地域とより良い連携が図れるようにしていきたい。

　どの年次でも地域との
連携を図りキャリア発達
ができていることが評価
できる。
　１年次での職場体験か
らの２年次の情報発信。
そして３年次の研究発表
と充実しているといえる
と思う。

Ａ

特
別
活
動

生徒が一人一役を担う
特別活動により，主体
性を育む。

・各活動の目的を明確にし
て，計画・立案する。
・「話し合い」を充実させ、生
徒それぞれの意見を取り入
れた行事を実施する。
・「振り返り」においては，具
体性のある意見や根拠に基
づいた意見を求める。
・「振り返り」で求めた意見
を，次の活動へ「活用」す
る。

4：全活動の９割以上について明確な目標をもと
に立案し，「話し合い」や「振り返り」，次の活
動への「活用」が充実したものになった。
3：全活動の７割以上について明確な目標をもと
に立案し，「話し合い」や「振り返り」，次の活
動への「活用」が充実したものになった。
2：全活動のおよそ半数について明確な目標をも
とに立案し，「話し合い」や「振り返り」，次の
活動への「活用」ができた。
1：明確な目標をもとに立案し，「話し合い」や
「振り返り」，次の活動への「活用」ができた活
動が，全活動の半数未満であった。
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・総合祭については、今年度の反省を生かし、早めに計
画・立案し、生徒がさらに主体的に取り組むことができる
ようにしているところである。

　高校生らしいイキイキとした
総合祭ができていると思う。
　主体的に取り組むためには、
話し合い協調することも大切だ
と思う。その辺りのことはどうな
のでしょうか。
　役員のお手伝い、今年はな
し。来年度は検討（体育祭・総
合祭）
　総合祭は前日に見させてもら
いゆっくり回ることができた。頑
張っていたと思う。

Ｂ

学
校
運
営

保護者・地域の信頼と
期待を高め、誇りがも
てる学校にする。

・保護者や地域社会に対して
積極的に情報発信する。
【目標値】
　ホームページアクセス回数
　5,000人／１ヶ月当たり
　ホームページ更新回数
　　　100回（年間）

4：ホームページのアクセス数とホームページの
更新回数が目標値に達した
3：ホームページのアクセス数とホームページの
更新回数が目標値の8割以上
2：ホームページのアクセス数とホームページの
更新回数が目標値の6割以上
1：ホームページのアクセス数とホームページの
更新回数が目標値の半分
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12月現在
　ホームページアクセス人数86,988（昨年同時期
135,146）。月平均9,665（昨年同時期13,500）。
　ホームページ更新回数７３（昨年７４）
閲覧数は昨年度は冬の時期に倍増したが、本年度は目
標の月5,000人を達成し、年間を通して安定して高い水準
を維持している。引き続き積極的な情報発信に努めた
い。

　年間を通して安定したアクセ
スがあることはとても評価でき
る。
　私自身がほとんどホームペー
ジにアクセスしていない事を反
省。
　ＳＮＳなど動画媒体の活用の
検討をしては？
ｗebからＳＮＳの時代の変化。

Ａ

令和６年度　山口県立岩国総合高等学校　学校評価書　　　校長(　藤山　浩一郎　）

〇３年間を見通した「キャリア教育」推進の視点で、教科・分掌・年次間の連携を強化する。
〇生徒の主体性を育む教育活動の充実を図る。

　生徒一人ひとりの個性や可能性を生かす、選択幅の広い教育やキャリア教育を行い、地域における高校教育の個性化・多様化のニーズに応えるとともに、地域・社会や地元
企業等と連携・協働した課題解決型学習を通して、他者と協働しながらこれからの地域・社会に貢献できる人材を育成する。

学
習
活
動

グラデュエーション・ポリシー
（育成をめざす資質・能力に
関する方針）

○　地域・社会の課題に対して、自ら学び、考え、表現することを通して、時代の変化に対応する力を育成します。
○　一人ひとりが自己のよさや可能性を認識し、生涯にわたり学び続ける力を育成します。
○　多様性を尊重し、他者とともに課題解決に向けて協働し、行動する力を育成します。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施
に関する方針）

○　生徒の幅広いニーズに対応し、地域・社会と連携した総合学科としての特色ある教育活動を行います。
○　幅広い選択科目を設定するとともに、体験的・探究的学習を通して、自己の在り方・生き方や進路について考えを深める機会を提供します。
○　一人ひとりの個性を活かし、対話的な学びを通して、多様な考え方に触れる機会を提供します。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する
方針）

○　総合学科の特色に興味・関心をもち、基礎学力を身に付け、礼儀正しく、社会や学校のルールを守ることができる生徒を募集します。
○　総合学科での幅広い学習に意欲的に取り組むことで、自己の個性や能力を伸ばし、夢や希望の実現に向けて積極的に努力する生徒を募集
します。

【学習指導】
　〇「わかる授業」の実現に向けて、各種校内委員会や授業研究を実施し、評価や学習指導の充実に取り組む。
　〇総合学科としての特色を生かしつつ、体験的・探究的学習の機会を通して、自ら学び、考える力を育成する。
【特別活動】
　〇地域・社会に貢献できる人材の育成のために、学校運営協議会、ＣＳサポーターを活用し、地域・社会や地元企業等と連携・協働した地域連携教育の充実を図る。
【学校運営】
　〇必要な情報にアクセスしやすいホームページ作りに取り組み、本校の特色や魅力を積極的に発信する。
【生徒指導】
　〇生徒の自己有用感や社会性の育成に向けて、生徒の個性や主体性を尊重した教育活動の充実を図る。
　〇複雑化・深刻化する生徒をめぐる課題については、校内コーディネーターを中心としてＳＣや特別支援教育支援員及び外部の専門家と連携しながら、チームで対応する。
【環境衛生】
　〇日常の清掃活動、毎月実施する環境衛生点検を通じて、校内環境の美化・衛生に努め、環境衛生への意識の向上を図る。
【学校安全】
　〇防災訓練等、防災に関して自ら考え行動する機会を提供し、防災意識の高揚を図る。
【進路指導】
　〇校内ガイダンスや上級学校見学、校内説明会等、進路について考える機会をより多く設け、主体的に進路選択をできる生徒を育成する。
【業務改善】
　〇ＩＣＴ、外部人材の活用、業務の平準化により、業務の効率化に取り組む。



いじめの早期発見・早
期対応に努める。

偶数月（年５回実施）に
いじめに関するアンケー
トや奇数月（年６回）Ｆ
ｉｔ（生活アンケー
ト）、年間３回の個人面
談等により、早期発見し
素早く対応する。

4：いじめ確認後即日対応及び継続指導でき
た。
3：いじめ確認後2日以内に対応及び継続指
導できた。
2：いじめ確認後3日以内に対応及び継続指
導した。
1：いじめ確認後、対応に５日以上かかっ
た。
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・今年度は、いじめについての問題が少なかった。いじめ
に関わると考えられる件に関しては、早い対応ができてい
た。今年度のように、問題そのものの件数が少なけれ
ば、対応しやすいが複数の問題が同時に起こった場合
に、適切な対応ができるように備えておきたい。

　いじめに対しては早期対応が
重要だと思う。
　常に話しやすい環境、来年度
もこの調子で。
　アンケートからの早期j発見・
迅速な対応を望む。
　生徒全員で行う行事が増え
れば仲間意識が生まれ、いじ
めが減ると思います。

Ａ

ルールや規範の意義を
理解し、自主的な規範
意識の醸成を図る。

頭髪服装指導を定期的に
実施、また学校行事や全
校集会等を通じて、規範
意識の大切さを考えさ
せ、ル－ルを自主的に守
ることの必要性を認識さ
せる。

4：頭髪服装違反者（爪を除く）が各年次15
名未満              　　　　　　　3：頭
髪服装違反者（爪を除く）が各年次25名未
満
2：頭髪服装違反者（爪を除く）が各年次35
名未満
1：頭髪服装違反者（爪を除く）が35名以上
の年次あり。
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・定期的な頭髪服装検査のときには違反者が少ないが、
通学時や日常の学校生活での服装等での違反者が多
い。規範意識が薄れているように見える。服装の規則に
ついては、もっと生徒と話し合いが必要である。

　校則についての見直しなども生徒会
が検討している事が、生徒全員のプラ
スになっていると思う。
　生徒の自覚が大切。個々により規範
意識の違いがあるので、しっかり話し
合ってください。
　冬のスカートの下のジャージ履き（女
子生徒）。規則の徹底または見直し。
　長い髪をくくるとか、もう少し何とかな
らないか…。スカートの長さも。
　陰で何かこそっとやってみたいという
いたずら心があるのでは。

Ｂ

環
境
衛
生

衛生的な教育環境への
意識を高める。

日常の清掃活動や委員会
活動（1か月に一度、生活
委員による衛生チェッ
ク）等により、校内の環
境美化を進め、維持して
いく。

4：月1回の点検で不衛生な場所が3か所未満
3：月1回の点検で不衛生な場所が5か所未満
2：月1回の点検で不衛生な場所が7か所未満
1：月1回の点検で不衛生な場所が8か所以上
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・生活委員が服装規定について主に取り組んだため、１
か月に一度の生活委員による衛生チェックは、、実施する
余裕がなかった。しかし、校内のゴミが減ってきたことと、
グラウンド及びその周辺の環境は、校務技士の尽力もあ
り、よい環境が保たれていた。

　ゴミが減ってきている
のは素晴らしい。
　不衛生な状況とは。
　生徒全員に共通意識
があるのでしょうか。 Ａ

学
校
安
全

安全や防災についての
意識を高める。

毎月の点検や防災訓練を
通じて、学校生活だけで
はなく、家庭や将来の職
場での安全や防災意識を
もつ。

4：月1回の点検で危険な個所がない。
3：月1回の点検で危険個所が2か所未満
2：月1回の点検で危険個所が3か所未満
1：月1回の点検で危険個所が4か所以上
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・生徒を含めた学校関係者に、大きな事故やケガはな
かった。交通事故が１件あったが、ヘルメットを着用してい
たため、事なきを得た。

　ヘルメット着用で自分自身を守った
ことを今後も周知していってほしい。
　来年度もこの調子で、特に自転車
通学者に注意してください。
　ヘルメットの着用は大事！
　ベルコ前から藤生駅までの道は狭
く、小中高の通学路となっており注
意が必要。事故は０が目標。

Ａ

主体的に進路実現をめ
ざす態度の育成

各年次と協力して、校内
ガイダンス、学校見学、
校内説明会を実施し、生
徒が積極的に進路につい
て考える態度を養わせ
る。

全校生徒アンケートにより、校内ガイダンス、学
校見学、校内説明会が
4:「役に立った」という回答が８０％以上であっ
た。
3:「役に立った」という回答が６０％以上であっ
た。
2:「役に立った」という回答が４０％以上であっ
た。
1:「役に立った」という回答が４０割未満であっ
た。
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　校内ガイダンスや上級学校見学、校内説明会などの進
路情報について、9割程度の生徒が、役に立ったと答えて
いる。今後も、これらの取り組みを改善し、生徒が積極的
に自分の進路について考える機会を提供したい。

　自分の進路、将来に向
けて真剣に考えること、
自己分析をすることが大
切だと思う。
　自分の進みたい道を自
身で決められる力が持て
るのはすごい！
　残り１割の生徒に対す
る説明・指導が必要？

Ａ

生徒が希望する進路を
実現できるように支援
を行う

進路実現に向けて、3年次
と協力して面接練習や小
論文指導、助言等を行
い、自分の進路実現に向
けて取り組ませる。

３年次生徒アンケートにより、進路課の支
援について、
4:「役に立った」という回答が８０％以上
であった。
3:「役に立った」という回答が６０％以上
であった。
2:「役に立った」という回答が４０％以上
であった。
1:「役に立った」という回答が４０割未満
であった。

4

　
　今年度の受験において、生徒の約９割が面接試験を受
け、約１０％が小論文試験を受けた。面接練習は年次と
進路課、校長・教頭で連携して組織的に行い、小論文は
個別指導を行い、生徒の進路実現を支援した。

　生徒の先生への感謝
を感じる進路指導をして
もらっている。
　大学進学への割合が
高く、今後も進学と就職
について、進路実現に向
けて取り組みお願いしま
す。
　先生方の指導の賜物
だと思う。

Ａ

施
設
・
設
備

安心・安全な教育環境
整備

校舎内外を点検し、
危険個所の早期発
見、早期対応に努め
る。

4：毎月１回点検し、十分な対応ができた。
3：毎月１回点検し、８割近く対応することがで
きた。
2：毎月１回点検できたが、対応が５割以下で
あった。
1：毎月１回の点検もできず、対応もできなかっ
た。

3
　校内巡視や点検を随時行って、安全な教育環境整備に
努めている。

　校舎も年々古くなって
きているので、安心・安
全に心掛けてほしい。
　危険予知トレーニング
と危険箇所の早期対策
が必要。

Ｂ

勤務時間の適正化
ＩＣＴ、外部人材の
活用等による業務負
担の軽減。

4：在校等時間が月４５時間以上がいない。
3：在校等時間が月４５時間以上が５人以下
2：在校等時間が月４５時間以上が10人以下
1：在校等時間が月４５時間以上が11人以上
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　令和６年（１２月現在）の教職員（３０人対象）の時間外在校等時間の
平均時数は３４．１時間（Ｒ５ ２７．５）。月平均４５時間以上が６名（Ｒ５
４）。ＩＣＴの効果的な活用、適切な校内人事の実現による業務の平準
化、部活動方針の遵守、外部人材（ＩＣＴ支援員・特別支援教育支援員）
の有効な活用等を行う。

　教職員じゃなくても、できる仕事をもっと
人材を入れてサポートしてほしい。
　業務の効率化も含め努力されていると
思います。
　業務が計f減されることを祈る。
　この問題、いろいろあって大変なのでしょ
うね。

Ｃ

教職員の心身の健康の
維持・向上

福利厚生を進め、休
暇等が取得しやすい
職場環境をつくる。

4：年休取得平均10日以上
3：年休取得平均７日以上
2：年休取得平均７日以下
1：年休取得平均５日以下

4

　令和６年の年休取得の平均日数は１４．７日（Ｒ５ １６．
８）であった。引き続き、職員会議や職員朝礼などで休暇
を取りやすいような声掛けを行い、職場全体で共有してい
けるような雰囲気を作っていきたい。

　長期休暇中にでも取得して、
１００％使える職場になって欲
しい。
　何かあればしっかり休む雰囲
気が大切。
　教職員が健全でないと生徒に
正しい指導ができないと思いま
す。

Ａ

 

７　学校評価総括（取組の成果と課題）

８　次年度への改善策

生
徒
指
導

【学習指導】
〇今後も、各教科が連携して計画的に学習習慣の確立と基礎学力の向上に取り組んでいきたい。
〇スタディ・サプリの効果的な活用を教員全体で考えて、生徒の学力向上に役立てていきたい。
【生徒指導】
〇教員の共通理解の下、頭髪・服装指導を定期的に実施することでルールや規範の意義を理解させ、規範意識の醸成を図りたい。
〇生徒をめぐる諸課題については、校内コーディネーターを中心としてＳＣや外部の専門家等を活用しながら、チームで適切に対応していきたい。
【進路指導】
〇校内ガイダンスや上級学校見学、校内説明会等、進路について考える機会をより多く設け、主体的に進路選択をできる生徒を育成していきたい。
【保健・安全指導】
〇予告なしの防災訓練を実施し、防災に関して自ら考え行動する機会を提供することを通して、防災意識の高揚を図りたい。
【特色づくり】
〇地域・社会と連携した総合学科としての特色を生かしつつ、体験的・探究的学習の機会を通して、自ら学び、考える力を育成したい。
〇地域連携教育の充実に向けて、ＣＳサポーターを積極的に活用していきたい。学校運営協議会委員とも協力していきたい。
【学校運営】
〇ホームページをより多くの方に見ていただけるよう、これまで以上にアクセスしやすいホームページ作りに取り組んでいきたい。使用写真を新しくしたり、情報発信の迅速化を心掛けていき
たい。

【学習指導】
〇わかる授業を実現するために、ペアワークや小テスト等で学習内容の理解度を確かめながら授業を進めた。各教科で工夫をしながら、生徒への指導を行った。結果、授業評価アンケートにお
いて、「学習内容の理解が深まった」の肯定的回答率が９１．７％であった。
〇スタディ・サプリによる自学自習や、朝の読書などを行い、学習習慣の確立と基礎学力の向上を図った。
【生徒指導】Ｆｉｔ（生活アンケート）やいじめに関するアンケートやの実施により、全教員共通理解のもと、いじめや学校不適応の未然防止、早期発見、早期対応に努めた。
〇配慮の必要な生徒や課題のある生徒に対しては、校内コーディネーターを中心としてＳＣや特別支援教育支援員、外部の専門家と連携しながら、適宜ケース会議等を行い、チームで対応し
た。
【進路指導】
〇校内ガイダンスや上級学校見学、校内説明会等の実施により、生徒が主体的に自己の進路について考える機会を設けた。
〇生徒の多様な進路希望に対して、進路課として適宜担任や生徒・保護者に対して情報提供を行い、進路実現を図った。
【保健・安全指導】
〇感染対策、衛生指導を徹底し、生徒の健康保持・増進に努めた。
〇危機管理マニュアルの見直しを行ったほか、防災・避難訓練を計画し、生徒の安全意識を高めた。
【特色づくり】
〇「学びと成長のストーリー」に基づき、系統的・計画的にキャリア教育を行うことにより、総合学科の特色を生かした教育活動を推進した。
〇学校評価アンケートにおいて、「個性的で魅力ある学校づくり」の肯定的評価が、生徒９３％、保護者９２％、教員８３％であった。
【学校運営】
〇ホームページへのアクセス数は昨年度よりは少なくなったが、依然高い数値を記録している。定期的な記事の更新、更新情報のメール配信の成果が表れている。
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